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本関 ●税関の所掌事務の総合調整　
●会計、行政財産及び物品の管理
●職員の任用、服務、人事及び給与　
●職員の福利厚生　●税関についての広報及び広聴

●船舶、航空機の監視取締り　
●旅客、乗組員の携帯品等の取締り  ●輸出入貨物に係る検査
●保税地域等の許可又は承認及び取締り

●輸出入貨物に係る審査、許可及び承認
●輸入貨物に係る関税等の税率の適用、確定及び徴収
●輸出入貨物の分析、鑑定　●国際郵便物の検査及び徴税
●通関業の許可、通関業者の監督及び通関士試験
●AEOの承認・認定及び監査

●輸出入された貨物の調査　●犯則事件の調査及び処分
●情報の管理及び分析　●外国貿易統計の作成・公表

五代友厚
（写真） 国立国会図書館蔵

　大阪税関の前身は、慶応３年８月（1867年9月）、運上事務（現在の税関の仕事）及び外交事
務を取り扱うため、現在の大阪市西区川口に開設された川口運上所です。
　翌年の大阪港開港とともに、大阪の近代経済の礎を築いたことで名高
い五代友厚が運上所の事務を管掌することとなりました（初代税関長）。
　明治５年11月28日（1872年12月28日）、運上所を「税関」として呼称
統一することが決まり、翌６年１月４日大阪税関と改められました。

（11月28日を税関記念日としています）

　明治・大正時代には、大阪の商工業の発達に伴う著しい貿易の伸長とともに本関庁舎を大阪市港区
築港の現在地へ移転しました。
　戦後、我が国の目覚ましい復興とともに大阪税関は進展を続け、令和4年（2022年）11月28日、
税関発足から150周年を迎え、更なる我が国の経済発展と国際化の中で大阪税関の果たす役割は
ますます重要なものとなっています。

大阪税関の沿革

大阪税関の管轄区域

大阪税関の機構

明治元年当時の運上所

　大阪税関は全国を９つの区域に分け設置されている
税関のひとつであり、約1,500名の職員が輸出入貨物
や国際郵便物の通関、密輸の取締りなどに
あたっています。
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